
＜選択ソート＞

iX1：インデックス1(基準位置）

iX2：インデックス2（比較対象位置）

D(n)：データ D(1)、D(2)、D(3)、・・・、D(n-1)、D(n)

※配列番号は１から起算

N：データ数

WK：作業域 データを入れ替えるための作業域

（2つのデータを入れ替えるには、一時的にどちらかを避難させる必要があるため）

※先頭から順にソート済データに置き換えています

iX2= iX1+1 N

１回目 D(1) D(2) D(3) ・・・ D(ｎ-1) D(n) D(1)を基準としてD(2)からD(n)までの値を比較し小さい(大きい)方をD(1)に保存

→　D(1)にD(1)～D(n)の最小（大）値が入る

２回目 D(1) D(2) D(3) ・・・ D(ｎ-1) D(n) D(2)を基準としてD(3)からD(n)までの値を比較し小さい(大きい)方をD(2)に保存

ソート済 →　D(2)にD(2)～D(n)の最小（大）値が入る

N-1回目 D(1) D(2) D(3) ・・・ D(ｎ-1) D(n) D(ｎ-1)を基準としてD(n)の値と比較して小さい（大きい）方をD(n-1)に保存

終了 →　D(n-1)に小さい(大きい)方の値が入る

D(n)もソート済みとなり終了

    ここまでソート済
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